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１ 製造実績

２ 供給実績

３ 献血実績

４ 献血血液確保に係る取組について

５ 新型コロナウイルス感染症に伴う対応について

６ まとめ
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２ 供給実績

※本数は200mL献血由来を1本とした換算数

• 全体は前年に対し、 0.8％増の1,747.7万本
• 赤血球製剤は0.8％増の640.3万本
• 血漿製剤は1.4％減の214.8万本
• 血小板製剤は1.3％増の892.6万本

種別
献血推進計画における

製造見込量 製造量（実績）

赤血球製剤 51万リットル 51.4万リットル

血漿製剤 26万リットル 25.5万リットル

血小板製剤 17万リットル 17.1万リットル

１ 製造実績
需給計画における

確保目標量
確保量
（実績）

112.0万ﾘｯﾄﾙ 114.4万ﾘｯﾄﾙ

・原料血漿 ・国内製造販売業者等への配分量
万ﾘｯﾄﾙ
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赤血球製剤の在庫推移

年間を通じて安定供給が確実に行えている
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総献血者数は、平成30年度比で190,544人増（4.0％増）の492万６千人
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３ 献血実績

種別 目標量 採血量（実績）

全血採血 133万リットル 133万リットル

血漿成分採血 49万リットル 50万リットル

血小板成分採血 31万リットル 31万リットル

・献血推進計画における確保目標量に対する実績
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年代別献血状況（対前年度）
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10代の献血者は、対前年度で323人減（-0.1%）とほぼ横ばいであった。
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年齢別献血率は、18歳（8.1％）、19歳（7.5％）をピークに24歳まで減少し、35歳までは横ばいとなる傾向である。

（献血率）
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10代の初回献血者は、対前年度5,621人減（-4.0％）であった。 9



都道府県別10代献血者
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都道府県別20代献血者
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都道府県別30代献血者
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（１）広報資材の作成

①高校生や大学生をはじめ若年層に受け入れられやすい内容の情報誌「愛のかたち献血」・「みんなの献血ナビ」を作成
・令和元年度：193,300部（愛のかたち献血）・630,000部（みんなの献血ナビ）

⓶献血啓発用ポスターや「はたちの献血」キャンペーンポスター等を作成
・愛の血液助け合い運動月間 令和元年度：19,990部（平成30年度 27,665部）

・はたちの献血キャンペーン 令和元年度：18,340部（平成30年度 20,080部）

（２）映像素材の作成
①テレビ、ラジオＣＭ「みんなの献血」用
②テレビ、ラジオＣＭ「はたちの献血」キャンペーン用
③献血をわかりやすく視覚で訴えるインフォグラフィック動画「What’s  KENKETSU？（１分版、３分版）」を更新
④オリジナル献血絵本「けんけつのはなし」読み聞かせ動画
⑤YouTuber「ボンボンTV」とのコラボ動画 34万回視聴

（３）若年層に対する働きかけ
①年代別献血目標人数の設定（10～30代）
平成29年度より、行政との連携により都道府県別に目標人数を設定
・週単位での進捗管理（全国の血液センターで情報を共有）
・各ブロック、各血液センターにおいて若年層強化対策を実施

②学校献血の機会を拡大し若年層献血血液の確保強化

・高等学校：実施校数20校減少 令和元年度1,286校（前年度1,306校）

・大学、専門学校等：実施校数29校減少 令和元年度815校（前年度844校）

（参考資料2 1ページ）

③献血セミナーの実施

・学校等での開催：1,950回 （受講者：221,873人）

・血液センター等での開催：897回 （受講者：15,611人）

（参考資料1 11ページ）

４ 献血血液確保に係る取組について
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①行催事を切り口に、乃木坂46を起用したオリジナルグッズを作製し、献血者に配付 (計５回実施)

オープニング：６/12～ ハロウィン：10/1～31 クリスマス：12/1～25

バレンタイン：1/27～2/16  春休み：3/2～31

②Twitterによる情報発信 （フォロワー6,698人）8/20現在

③若者に人気のアニメ“ラブライブ！サンシャイン‼” とのタイアップによる献血推進

オリジナルクリアファイル20,000枚配付

④献血啓発オリジナル絵本の制作

※幼稚園・保育園、小学校、図書館、児童館、赤十字関連施設に34,000冊献本

※簡易版の絵本をイベント等で配布するため各血液センターに50,000冊納品

⑤親子向け絵本読み聞かせイベントの実施

※全国５カ所で実施（北海道、宮城県、神奈川県、岐阜県、広島県）

⑥受血者である友寄蓮氏による献血セミナー「ありがとうの手紙 From 献血で救われたいのち」を実施

※全国で７校実施（北海道：札幌創成高等学校 栃木県：白鷗大学足利高等学校 等）

⑦乃木坂46の握手会にて特設ブースを設置し、献血バスを配車

※全国４か所で実施（宮城県、千葉県、愛知県、大阪府）

（４）その他の普及啓発 献血つながりプロジェクト『みんなの献血』
⇒主に10代～30代の献血者を増加させることを目的に展開
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（はたちの献血） （アニメとのコラボ）

各種広報資材

（みんなの献血）
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【参考】 新たな献血推進プロジェクトの展開

令和元年６月から献血つながりプロジェクト「みんなの献血」を新たに展開

【プロジェクトの主たる対象】
10～30代の若年層

【プロジェクトの狙い】
・18歳・19歳の初回献血者の増加
・18歳・19歳の2回目の再来促進
・20代・30代の献血経験者の再来促進

若年層（10～30代）の献血者数は、前年度比で20,993人増加
16



献血つながりプロジェクト「みんなの献血」の概要

目玉施策

〔主な狙い〕 10代～30代の実献血者増加

〔主な狙い〕 高校生・大学生に向けた啓発〔主な狙い〕 幼少期のお子様やその親に向けた啓発

ラブラッド会員の増加

主たる対象者の初回献血者増加、
再来促進

対象に応じて、「イベントでつながる！」「学校でつながる！ 」

「絵本でつながる！」の３つのプロモーションを展開した。
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献血会場等での献血環境の保持及び周知

中止会場の振替実施及び献血ルームへの誘導

「ラブラッド」を通じた献血予約の推進強化

ホームページ及びマスメディア等を活用した献血協力の呼びかけ

行政機関及び関係団体との連携

・テレワークの推奨やオンライン授業、更にイベントの中止等により、
移動採血による献血実施予定していた会場の中止増加

（令和2年5月末時点では約5,000件）

５ 新型コロナウイルス感染症に伴う対応について

・必要血液量の確保に向けた対策

・献血会場における掲示物

【献血会場入場時のお願い】 【献血辞退の条件など】 18



（上部の換気も確保するためチェーンやポールを用いてビニールシートを吊り下げる）

（ビニールシートを吊るすため、業者対応やスマホリングを
用いて天井にフックを設置）

問診にアクリル板使用

移動採血車における感染症対策
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・総献血者数は190,544人増（+4.0％）の約492万6千人であり、輸血用血液製剤及び原料血漿については、滞り

なく安定供給が行えた。

・輸血用血液製剤の総供給本数は0.8％増の1,747.7万本、原料血漿の確保量は15.2％増の114.4万リットルで

あった。

・10代献血者については、前年度と比較し献血者数で延べ323人減（-0.1％）、初回者で5,621人減（-4.0％）で

あった。

・10代献血者については、献血Web会員サービス「ラブラッド」、YouTube、SNS等の施策を展開しながら初回献

血を推進し、献血への理解を促す策を講じることで２回目以降の献血に繋がるよう積極的に取り組む。

・20代、30代献血者については、18歳、19歳をピークに30代半ばまで減少する傾向がある。献血予約を推進する

ことで待ち時間を解消する等、利便性を高めて献血に協力いただける機会の増加を図る。

・中長期の需要予測に伴い安定的な献血血液の確保に向けて、ラブラッド等を活用し継続的な献血血液の確保の

強化を図り、特に若年層の献血満足度の向上に努め複数回献血協力に誘導する。

・新しい生活様式を踏まえ、献血推進の在り方を検討。現在は基本対応として体温測定、手指消毒、マスク着用

を実施しているほか、ホームページや各種メディア等で献血会場の混雑回避のため献血予約を呼びかけてい

る。

・小学生から大学生への啓発（献血セミナー等）については、インターネットを活用したオンラインでの実施を

取り入れながら、厚生労働省をはじめ、国・行政との連携を密にして積極的な展開を図る。

６ まとめ
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